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　「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に基づき国民１人につき10万円を給付する「特別定

額給付金」の申請を受け付けています。

　申請書は、すでに各世帯の世帯主の方へ郵送していますが、申請がまだお済みでない場合は、

期日までに申請いただきますようお願いいたします。

１．支給対象者
基準日（4月27日時点）において、八雲町の住民基本台帳に記録されている方

２．給付額
給付対象者1人につき10万円

３．申請方法および期限
　　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、郵送による申請にご協力をお願いします。

　　申請書に押印、連絡先および振込先口座を記入いただき、本人確認書類（運転免許証、マイ

ナンバーカード、健康保険証等）と振込先口座の確認書類（通帳、キャッシュカード等）の写

しを添付して、提出してください。

　　※給付金の受給を希望されない場合は、申請書の受給希望欄（表面・下段）に×印を記入いた

だき、申請書に本人確認書類の写しを添付して提出してください。

　　申請期限は、８月21日（金）まで（郵送の場合は、当日消印有効）となっていますので、期日

までに申請をいただきますようお願いいたします。

４．給付までの流れ
　　申請書の提出後、役場にて提出いただいた書類を確認いたします。書類の確認後、不備等が

なければ、１～２週間後に指定した口座へお振り込みします（事前に支払通知書を送付いた

します）。

５．申請書がお手元にない方へ
　　申請書を紛失した、住民票地に居住していない（入院または施設に入所中・単身赴任中など）

ため、郵便を受け取ることが出来なかったなどの理由により申請書がお手元にない方は、申

請書を再送付いたしますので、下記までご連絡ください。

６．給付金を装った詐欺に注意してください
　　「個人情報」「通帳・キャッシュカード」「暗証番号」の詐取にご注意ください！

　　・町や総務省などが現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすることは絶対ありません。

　　・町や総務省などが給付金の給付のために手数料の振り込みを

求めることは絶対ありません。

　　ご自宅や職場などに町や総務省などをかたった電話がかかって

きたり、郵便、メールが届いたら役場やお近くの警察署または

警察相談専用ダイヤル（♯9110）などにご連絡ください。

【問い合わせ先】住民生活課社会係

　　　　　　　　☎0137－62－2112（内線244・245）

　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課

　　　　　　　　☎01398－2－3111

「特別定額給付金」の
申請はお済みですか？

未申請の方はお早めに
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7月に保険料額をお知らせしています

令和2年度の保険料のお支払い

令和２年度の保険料については、7月に個別にお知らせしています。

均 等 割
【1人あたりの額】

52,048円

１年間の保険料
［限度額 64万円］
（100円未満切り捨て）

所得割【本人の所得に応じた額】
（令和元年中の所得－３３万円）×
　　　　　　　　　　　１０．98％

＋ ＝

《保険料の計算方法》

○１年間の保険料の上限額は、令和２年度は64万円になります。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

②被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者であった方については、負担軽減のための特別措置とし

て、所得割がかからず、制度加入から2年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減となります

（52,048円→26,024円）。

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国

　民健康保険等は含まれません。

■保険料の減免
　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料の支払いが困

難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。

※令和2年度から、均等割5割軽減・2割軽減の軽減判定所得が拡充されました。

　令和2年度から、軽減特例の見直しにより8.5割軽減から7.75割軽減、8割軽減から7割軽減に変更になり

　ました。

①均等割の軽減（年額）
　●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

　●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

　●昭和30年1月1日以前に生まれた方の公的年金等については、さらに15万円を引いた額で判定します。

33万円以下

33万円＋（28万5千円×被保険者数）以下

33万円＋（52万円×被保険者数）以下

33万円以下かつ被保険者全員の所得なし
（年金収入の場合80万円以下）

7割

対象者の所得要件

（世帯主および世帯の被保険者全員の

軽減判定所得の合計額）

■保険料の軽減

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度 のお知らせ

５割

２割

5割

2割

7.75割 7割

7割

本則 令和元年度 令和2年度 令和3年度

8割

8.5割

均等割の軽減割合
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■保険料の支払い方法
　保険料の支払いは、「年金からの支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

　●「年金からの支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、申し出の時期により異なります。

　●税申告の際の「社会保険料控除」は、支払いする方に適用されます。

　（年金からの支払いの場合、支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象になります）

■障害認定申請について
　一定の障がいのある65歳から74歳までの方のうち、申請により北海道後期高齢者医療広域連合の認定を

受けた方は、後期高齢者医療制度に加入することができます。

　なお、後期高齢者医療制度の被保険者（加入者）となる方は、それまで加入していた健康保険（国民健康

保険、健康保険組合、共済組合等）から脱退し、後期高齢者医療制度に加入することになります。

　脱退手続きについては、各保険者へお問い合わせください。

【問い合わせ先】

・北海道後期高齢者医療広域連合　☎011－290－5601

・住民生活課　国民健康保険係　☎0137－62－2112

・熊石総合支所　住民サービス課　☎01398－2－3111

「口座振替」を希望される方は、財務課納税係へお申し出ください。

（お申込みに必要なもの：ご本人の保険証・支払い口座の預金通帳と届け出印）

※一定の障がいとは…

　⑴国民年金などの障害年金１・２級を受給している方

　⑵身体障害者手帳1級・２級・３級をお持ちの方

　⑶身体障害者手帳４級をお持ちの方で、次のいずれかに該当される方 

　　　○　音声障害

　　　○　言語障害

　　　○　下肢障害４級１号（両下肢の全ての指を欠くもの）

　　　○　下肢障害４級３号（一下肢を下腿の二分の一以上で欠くもの）

　　　○　下肢障害４級４号（一下肢の機能の著しい障害）

　⑷精神障害者保健福祉手帳１級・２級をお持ちの方

　⑸療育手帳A（重度）をお持ちの方

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
が
7
月
31

日
に
到

来
す
る
こ
と
に
伴
い
、
有
効
期
限

が
令
和
3
年
7
月
31

日
ま
で
の
新

し
い
被
保
険
者
証
を
7
月
に
簡
易

書
留
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
し
た
。

ご
不
在
等
で
お
受
け
取
り
が
で
き

ず
、
ま
だ
新
し
い
被
保
険
者
証
が

お
手
元
に
な
い
方
は
、
窓
口
で
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来

庁
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
本
年
7
月

31

日
ま
で
の
被
保
険
者
証
に
つ
い

て
は
破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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い
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度
額
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請
を
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◎
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

◎
入
院
時
の
食
事
代

・70歳未満の国民健康保険加入者

所得※1  901万円超

所得※1  600万円超901万円以下

所得※1  210万円超600万円以下

所得※1  210万円以下（住民税非課税世帯除く）

住民税非課税世帯

252,600円

+（医療費－842,000円）×1％

167,400円

+（医療費－558,000円）×1％

80,100円

+（医療費－267,000円）×1％

57,600円

35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

ア

イ

ウ

エ

オ

所　得　区　分 3回目まで 4回目以降※2適用区分

・70歳以上の国民健康保険加入者および後期高齢者医療加入者

※1 基礎控除後の「総所得金額等」の世帯合計額に当たります。
※2 過去12か月間に、同一世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、４回目以降の自己負担限度額になります。
※3 1年間（8月1日～翌年7月31日）の外来の自己負担額合計の限度額が144,000円となります。

57,600円

24,600円

15,000円

現役並み所得者Ⅲ

現役並み所得者Ⅱ

現役並み所得者Ⅰ

課税所得690万円超

課税所得380万円超

課税所得145万円超

18,000円※3

8,000円

8,000円

3回目まで
外来（個人単位）所　得　区　分

4回目以降※2

外来＋入院（世帯単位）

※4 都道府県発行の指定難病の医療受給者証をお持ちの方は260円となります。

食事代（1食あたり）

460円

210円

160円

100円

※4

適　　用　　区　　分

一般（下記以外の人）

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

90日までの入院

過去12か月で90日を超える入院

【申請・問い合わせ先】・住民生活課国民健康保険係　　☎0137－62－2112
　　　　　　　　　　　・熊石総合支所住民サービス課　☎01398－2－3111

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
加
入
者
の
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
そ
の
区
分
に
応
じ
た
限
度
額

を
適
用
す
る
た
め
に
は
、「
限
度
額

適
用
（
・
標
準
負
担
額
減
額
）
認
定

証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
の
適
用
は
申
請
し
た
月

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
費

の
支
払
い
が
高
額
に
な
り
そ
う
な

場
合
に
は
、
事
前
に
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
医

療
費
と
あ
わ
せ
て
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
限
度
額
適
用
（
・
標

準
負
担
額
減
額
）
認
定
証
」
は
、

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
滞
納
が
な
い
加
入

者
に
限
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
滞

納
し
て
い
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
自
己
負
担
額
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
（
・

標
準
負
担
額
減
額
）
認
定
証
」
の

交
付
申
請
を
し
な
い
で
、
下
表
の

限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
を
し
た

場
合
は
、
差
額
を
償
還
し
ま
す
。

該
当
の
領
収
書
・
印
鑑
・
償
還
先

口
座
の
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
・
身
分

証
明
書
を
持
参
し
、
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◎
認
定
証
申
請
の
手
続
き

　

に
つ
い
て

　

保
険
証
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
身
分
証
明
書
を
持

参
し
、
窓
口
で
交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い

※
70
歳
以
上
の
方
で
、
区
分
が
一

般
ま
た
は
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ

の
方
は
保
険
証
の
み
で
自
動
的

に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
申
請
は

不
要
で
す
。

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

252,600円+（医療費－842,000円）×1％

167,400円+（医療費－558,000円）×1％

80,100円+（医療費－267,000円）×1％

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ
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【
第
三
者
行
為
で
ケ
ガ
を
し
た
！

　

こ
ん
な
時
は
？
】

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
他

人
（
第
三
者
）
の
行
為
に
よ
っ
て

ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を

使
っ
て
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た

ら
、
小
さ
な
こ
と
で
も
必
ず
、
警

察
に
届
出
る
と
同
時
に
、
国
保
担

当
に
も
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

単
独
の
交
通
事
故
な
ど
相
手
の
い

な
い
ケ
ガ
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
事
故
の
際
に
、
相
手
の

身
元
を
確
認
し
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
後
か
ら
思
わ
ぬ
後
遺
症
や
障

が
い
が
発
生
し
て
も
損
害
賠
償
の

請
求
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
、
身
元
の
確
認
を

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
は
相
手
が
負
担
？
】

　

交
通
事
故
な
ど
他
人
の
行
為
に

よ
り
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
そ
の
医

療
費
は
、
自
分
に
過
失
の
な
い
限

り
、
原
則
、
相
手
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
実
際

に
は
相
手
の
加
入
し
て
い
る
損
害

保
険
会
社
）
。
そ
の
た
め
、
国
保

が
保
険
給
付
し
た
費
用
を
加
害
者

に
対
し
て
請
求
す
る
際
に
「
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
仕
事
中
の
ケ
ガ
は
？
】

　

交
通
事
故
で
も
仕
事
中
の
ケ
ガ

（
通
勤
途
中
を
含
む
）
の
場
合
に

は
、
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
保
険
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、
職
場
の

担
当
者
へ
連
絡
し
、
指
示
に
従
っ

て
病
院
に
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
！
示
談
は
慎
重
に
】

　

示
談
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

相
手
に
対
し
て
、
今
後
、
一
切
の

損
害
賠
償
請
求
権
を
放
棄
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
示
談
を
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
の
後
に
当
該
事
故

に
よ
る
治
療
を
受
け
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
給
付
額
（
7
〜
9
割
）

は
、
相
手
で
は
な
く
、
本
人
に
請

求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。
示
談
を

結
ぶ
前
に
は
、
一
度
、
国
保
担
当

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
病
院
に
か
か
る

と
き
は
〜
第
三
者
行
為
に
つ
い
て
〜

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
病
院
に
か
か
る

と
き
は
〜
第
三
者
行
為
に
つ
い
て
〜

　

重
度
心
身
障
が
い
者
の
方
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
児
童
と
親
ま
た

は
養
育
者
、
乳
幼
児
等
の
お
子
さ

ま
に
つ
い
て
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で

病
院
に
か
か
っ
た
時
に
は
、
町
か

ら
医
療
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま

す
（
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
助

成
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）
。

　

な
お
、
令
和
元
年
8
月
1
日
か

ら
高
校
生
（
18

歳
到
達
年
度
末
）

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
助
成
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

【
受
給
方
法
】

　

こ
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
、
町
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
医
療

費
受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
に
受

診
す
る
際
、
保
険
証
と
一
緒
に
提

示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

助
成
対
象
と
な
る
方
に
は
、
８

月
１
日
よ
り
使
用
で
き
る
新
し
い

「
医
療
費
受
給
者
証
」
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
既
に
お
手
元
に
届
い

て
い
る
方
は
特
に
手
続
き
の
必
要

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ま

ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
助
成
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
方
で
「
医
療
費
受
給
者

証
」
が
届
い
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
新
た
に
助
成
対
象
と

な
る
場
合
に
は
、
申
請
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
）
。

【
申
請
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所住

民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

医
療
助
成
受
給
者
証
が

　
　
　
　
　
　
　

更
新
さ
れ
ま
し
た

　

本
教
室
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
含
む
全
町
民
の
方
を
対
象

に
温
水
プ
ー
ル
施
設
を
有
効
活
用

し
、
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高

め
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
、
開
催
を
中
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

八
雲
町
国
民
健
康
保
険

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

水
中
運
動
教
室
中
止

の
お
知
ら
せ
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交
通
事
故
や
怪
我
、
脳
卒
中
な

ど
で
脳
に
損
傷
を
受
け
る
と
、
記

憶
力
や
注
意
力
の
低
下
、
言
語
等

に
障
が
い
を
持
ち
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
「
高
次
脳
機
能
障

が
い
」
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
見
た
目
に
は
わ
か
り
に
く
い

た
め
、
周
囲
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
難
し
く
、
以
前
と
の
変
化
に
家

族
や
周
囲
の
方
が
対
応
に
戸
惑
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
、
支
援
関
係

者
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
、
ま
た
は

そ
の
疑
い
が
あ
る
方
、
家
族
、
支

援
者

【
日
時
】
9
月
1
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時

【
場
所
】
八
雲
保
健
所

（
八
雲
町
末
広
町
1
2
0
）

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

脳
外
傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

　

道
南
支
部

　

☎
0
1
3
8
│
22
│
6
1
8
8

【
後
援
】
八
雲
保
健
所

「
脳
に
損
傷
を
受
け
た

　

当
事
者
や
家
族
の
悩

　

み
を
聴
く
2
0
2
0

　

年
相
談
会
」

北
海
道
新
幹
線
環
境
影

響
評
価
書
に
基
づ
く
事

後
調
査
等
報
告
書
の
公

表
に
つ
い
て

　

北
海
道
新
幹
線
の
建
設
主
体
で

あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
は
、

「
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
札

幌
間
）
環
境
影
響
評
価
書
（
北
海

道
）
平
成
14

年
1
月
」
に
基
づ
く

事
後
調
査
等
報
告
書
（
新
函
館
北

斗
・
札
幌
間
）（
令
和
2
年
3
月
）

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

【
閲
覧
期
間
】

　

8
月
1
日
〜
31

日
の
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
20

日
間

【
閲
覧
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

【
閲
覧
場
所
】

・
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
北
海
道

新
幹
線
建
設
局
八
雲
鉄
道
建
設

所
・
八
雲
町
役
場
新
幹
線
推
進
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
北
海
道

新
幹
線
建
設
局
八
雲
鉄
道
建
設

所

　

☎
0
1
3
7
│
66
│
5
6
2
0

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
同
事
業
を
騙
っ
た
詐
欺
等

の
犯
罪
被
害
や
消
費
者
被
害
の
防

止
等
に
向
け
た
注
意
喚
起
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
省
庁
に

よ
り
注
意
喚
起
啓
発
ペ
ー
ジ
を
設

け
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
、
総
務
省
の

職
員
、
市
町
村
職
員
等
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
、
暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

か
っ
た
り
、
金
銭
を
要
求
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者

が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み

を
行
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
額
に
応
じ

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
も

の
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

（
局
番
な
し
）1
8
8（
い
や
や
）

消
費
者
庁
か
ら
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
乗

じ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

7
月
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
者
支
援
の
た

め
、
義
援
金
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
全
額
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

12

月
28

日
（
月
）
ま
で

【
義
援
金
箱
へ
の
募
金
】

　

次
の
場
所
に
義
援
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

①
住
民
生
活
課
社
会
係

②
落
部
支
所

③
熊
石
総
合
支
所

④
相
沼
・
泊
川
出
張
所

⑤
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

⑥
公
民
館

⑦
図
書
館

⑧
総
合
体
育
館

⑨
八
雲
総
合
病
院

⑩
熊
石
国
保
病
院

※
受
領
証
が
必
要
な
場
合
は
、
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、

⑤
〜
⑩
に
つ
い
て
は
、
受
領
証

の
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

【
郵
便
振
替
に
よ
る
募
金
】

　

振
込
先

　

口
座
記
号
番
号

　

0
0
1
1
0
│
8
│
5
8
8
1
8
9

　

口
座
加
入
者
名

　

日
赤
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害

　

義
援
金

※
窓
口
で
の
お
振
り
込
み
の
場
合

は
、
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ

ま
す
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
通
常
払

込
み
、
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト

を
ご
利
用
の
場
合
は
、
所
定
の

振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）
。

※
受
領
証
発
行
を
希
望
す
る
場
合

は
、
通
信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

「
令
和
2
年
7
月
豪
雨

　

災
害
」
災
害
義
援
金

　

募
集
の
お
知
ら
せ

ふるさと納税の状況
6月末現在（累計令和2年4月～令和2年6月）

寄附件数 14,325件

寄附金額 217,800,000円
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〈
広
告
〉

●相続・遺言など 夜間・休日対応・出張もOK

お困りのことはありませんか？　　初回相談無料

〈
広
告
〉

【申込・問い合わせ先】子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

8月の『ホッとサロン』を
開きます

〇学校へ行きたくない、休みがち…

〇他の子とうまくなじめない…

〇進路のことが心配

　…家族の理解の悩み　など

　ひとりで悩まずお話しませんか？

　初めての参加で不安な方はご連絡ください。

【日時】8月21日（金）

　　　　午後1時30分～2時30分

【場所】子育て支援センター

【対象】保護者、学校関係者、支援者

【申込期限】8月20日（木）

【内容】小麦粉をこねて、丸めて、ちぎって感

　　　　触を楽しみませんか！

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】9月1日(火)午前10時～11時

【場所】子育て支援センター　遊戯室

【定員】10組（定員になり次第、締め切ります）

あそびの広場④

わらべうたあそび♪

【持ち物】エプロン（汚れてもいい服装でお越

　　　　　しください）

【申込期限】8月28日（金）

【内容】わらべうたあそびを通して、お子さん

　　　　との触れ合いを楽しみませんか！

【対象】1歳未満のお子さんと保護者の皆さん

【日時】8月27日（木）午前10時～11時

【場所】子育て支援センター　スポーツホール

【定員】10組（定員になり次第、締め切ります）

【持ち物】ハンカチ

【申込期限】8月25日（火）

　7月1日付けで石川　和子さんが、法務大

臣から人権擁護委員に委嘱（再任）されまし

た。

　人権擁護委員は、児童・生徒のいじめ、

相隣関係などの身近な心配ごとについての

相談や人権啓発活動を行っています。

【八雲地域の人権擁護委員】

　石川　和子（いしかわ　かずこ）　元町

　山中　義廣（やまなか　よしひろ）三杉町

　下里　　晃（しもさと　あきら）　黒岩

　五十嵐　力（いがらし　ちから）　落部

【熊石地域の人権擁護委員】

　山田須美子（やまだ　すみこ）　熊石相沼町

　玉館　正幸（たまだて　まさゆき）熊石鳴神町

人権擁護委員が
委嘱されました

育児教室④

小麦粉粘土で遊ぼうY

※来館時、体調調査をお願いしています。

※ご利用の際には、検温をしてから来館し、

　マスク着用を忘れずにお願いします。

※館内は消毒済み、換気を行っています。
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町営住宅入居者募集
【八雲地域】

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに8月17日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

15,900円

12,600円

13,100円

23,700円

18,800円

19,500円

～

～

～

H3

S53

S53

1

2

1

風呂場

風呂場

風呂場

１棟１０戸重ね建（2F） 2LDK 60.95G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟4戸2階建 3DK 63.86G

宮園町団地（宮園町128－21）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部842－4）

入札（見積合わせ）結果（6月16日～7月15日）1，000，000円以上 単位：（円）

㈱星五産業

東陽建設㈱

ツバメ工業㈱

八雲砕石㈱

熊谷・安藤特定建設工事共同企業体

㈲蜂谷工業

18,414,000

15,004,000

4,983,000

4,136,000

36,608,000

7,700,000

17,831,000

14,520,000

4,807,000

4,092,000

35,508,000

7,590,000

10月12日

10月12日

9月10日

9月10日

9月30日

10月16日

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

H12

S60他

H6

S63他

H8他

S61

H13

3

2

1

3

3

1

1

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 70.32G

１棟4戸重ね建（1F） 3LＤＫ 63.11G

１棟１０戸重ね建（1F） 3LDK 73.29G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

１棟8戸重ね建（1F） 1LＤＫ 49.30G

19,500円

15,400円

18,800円

15,700円

21,600円

15,000円

46,200円

～

～

～

～

～

～

～

29,000円

22,900円

28,000円

23,500円

32,200円

22,300円

72,100円

折戸団地（熊石折戸町52）

相沼団地（熊石相沼町29－3）

泊川団地（熊石泊川町862－3）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町243－1）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

平特公賃団地（熊石平町324－9）

東野浜線こ線橋修繕工事

ドクターヘリ離発着所兼訓練所整備工事

立岩公園駐車場舗装工事

住初4号線道路改良舗装工事

熊石歴史記念館屋上防水外壁改修工事

落部地区配水管布設替工事（第2工区）

請負業者名 予定価格 契約金額 工　期工　事　名（委託業務名）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

建退共制度

【問い合わせ先】独立行政法人勤労者退職金共済機構

　　　　　　　　建設業退職金共済事業本部　事業推進課　☎03－6731－2867

　建退共制度は中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と

建設業を営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度で、事業主の

方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、

その労働者が辞めた時に建退共から退職金を支払うものです。

知って

います
か？

建退共制度には以下の特徴があります。

◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単

◎経営事項審査で加点評価の対象となります

◎掛金の一部を国が助成します

◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全額

　非課税となります

◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます
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【入札参加の条件】

　①町内に住所を有する事業者で、食品製造業の営業許可を有すること。

　②旧学校給食センターの施設を有効活用できる事業計画書を提出し、その計画を適切に遂行できる

　　事業者

　③入札の事前説明会および現場説明会への参加者

　④貸付代金の納入は契約後20日以内とする（協議により月額払い可）。

　⑤町税等の未納がない者

　⑥その他、入札事前説明会および現場説明会で説明します。

【事前説明会】

　入札に先立ち、入札条件等の説明会および現場説明会を開きますので、入札に参加を希望される方

は必ず参加してください。

【事前説明会日時、場所】　８月17日（月）午後１時30分　八雲町役場第２委員会室（３階）

【一般競争入札日時、場所】８月25日（火）午前９時30分　八雲町役場第２委員会室（３階）

【問い合わせ先】総務課地籍管財係　☎0137－62－2111

貸付物件入札の
お知らせ
次により、町有建物の貸付けの一般競争入札を行います。最低入札

価格以上で最高の金額で入札された方を落札者として貸付します。

※最低入札価格は、最低貸付価格です。

二海郡八雲町東雲町32番地2

建物所在・地番

旧学校給食センター

用　　途

794.23㎡

延床面積

798,359円／年

最低入札価格※

有り

制限等

■貸付物件

〈
広
告
〉

「
戦
没
者
追
悼
式
な
ら

び
に
平
和
祈
念
式
」
の

中
止
に
つ
い
て

　

例
年
、
町
で
は
、
終
戦
記
念
日

の
8
月
15
日
に
祖
国
の
繁
栄
と
同

胞
の
安
泰
を
念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ

た
八
雲
町
出
身
戦
没
者
を
追
悼

し
、
あ
わ
せ
て
恒
久
の
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
な

ら
び
に
平
和
祈
念
式
を
挙
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
鑑
み
、
感
染
拡
大
の
防
止

と
参
列
者
の
安
全
面
を
考
慮
し
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
参
列
を
予
定
し
て
い
た
方
々

に
つ
い
て
は
、
何
卒
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
例
年
ど
お
り
、
当
日
は

正
午
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
個
々
に
平
和
祈
念

之
碑
（
さ
ら
ん
べ
公
園
内
）
に
お
参

り
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

消
防
本
部
で
は
、「
救
急
の
日
」

に
救
命
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
あ
な
た
の
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
応
急
手

当
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
9
月
13
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜午

後
0
時
30
分

【
場
所
】

・
八
雲
消
防
署　

定
員
20
名
程
度

・
熊
石
消
防
署　

定
員
6
名
程
度

【
対
象
】
中
学
生
以
上
で
町
内
在

　

住
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
方

（
受
講
者
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
終
了
す
る
と
修
了
証
を
交
付
い

た
し
ま
す
。
）

※
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
状
況
に
よ
り
中

止
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
救
急
の
日
以
外
に
も
救
命
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

電
話
に
よ
る
受
付

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
警
防
救
急
課

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
警
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

応
急
手
当
を

　

  

身
に
つ
け
よ
う
！
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【問い合わせ先】保健福祉課包括支援係　　　　☎0137－65－5001

　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　☎01398－2－2365

地域で見守るY行方不明者の発見・保護にご協力ください

SOSネットワークのメール配信サービスに
登録しませんか？

  SOSネットワークとは？

　認知症の高齢者や障がい者が行方不明となったときに、警察による捜索だけでなく、地域の協力機
関や協力していただける個人が捜索に協力して、行方不明者を発見・保護するしくみです。

  行方不明者の捜索メールの受信登録をお願いします！

　捜索や見守りに個人として協力していただける方は、
メール配信サービスの受信登録をお願いします。ス
マートフォンやパソコンのメールアドレスを登録して
いただき、行方不明者が発生した時に、捜索依頼メー
ルを送りますので、可能な範囲で捜索のための情報提
供にご協力ください。
　右記のQRコードをスマートフォンで読み取り、アド
レスに空メールを送信し登録してください。

＜注意事項＞

◆登録は無料です。ただし、メールの送受信にかかる
通信料（パケット料金）は登録者の自己負担になりま
す。

◆迷惑メール対策をしている場合は、sos-info@town.
　yakumo.lg.jpからのメールが受信可能なように設定
してください。
◆捜索依頼メール配信のほか、認知症に関するイベント
等の町からのお知らせも配信することがあります。

  SOSネットワークの協力関係機関を募集しています！

　SOSネットワーク事業にご協力いただける企業、事業所などを募集しています。登録された協力
機関には、行方不明発生時にFAXまたはメールで行方不明になられた方の情報をお知らせします。
　協力機関には、具体的な捜索活動をお願いするものではなく、日常業務の範囲のなかでの協力・情
報提供をお願いしています。詳しくはご説明に伺いますので、下記までお問い合わせください。

  行方不明になる可能性のある方の事前登録をお願いします。

　行方不明となる可能性のある方（認知症の高齢者または障がい者）の名前や特徴、写真などの情報を、
ご家族やご本人の同意を得て、町と八雲警察署にあらかじめ登録しておきます。
　事前登録することで、行方不明発生の際に、協力機関へ必要な情報を速やかに提供でき、早期発見、
保護された時の身元の確認が早いなどのメリットがあります。
　事前登録には申請が必要ですので、登録する方の写真（１年以内に撮影したもの、無帽の顔写真お
よび全身写真）、印鑑をご用意し、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

【配信メールの例】

行方不明者を探しています。
○月○日○時頃、シルバープラザ付近
で●歳の男性が行方不明になりました。
特徴：身長150㎝くらい、中肉、紺
色の上着に茶色のズボン
似たような方を見かけたなどの情報が
ありましたら、八雲警察署までご連絡
ください。

sos-touroku@town.yakumo.lg.jp
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地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
八

雲
町
教
育
委
員
会
の
諮
問
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
、
学
校
給
食
の
実

施
計
画
、
衛
生
管
理
な
ど
を
協
議

す
る
委
員
会
で
す
。

【
公
募
人
数
】
2
名
以
内

【
応
募
資
格
】　

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
令
和
2
年
10

月
1
日
現
在
、
満

20

歳
以
上
で
町
内
在
住
の
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

　

員
（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
方

　

を
含
む
）
以
外
の
方

【
任
期
】
1
年
間

　

10

月
１
日
〜

　
　
　

令
和
3
年
9
月
30

日

【
報
酬
】
1
回
6
，
0
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
2
回
程
度

※
平
日
、
日
中
に
開
催
予
定

　

任
期
期
間
中
、
審
議
案
件
が
無

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー

　

に
設
置
す
る
応
募
用
紙
を
提
出

【
選
考
方
法
】

　

募
集
人
数
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】
8
月
31

日
（
月
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
8
0
1

 
【
児
童
扶
養
手
当
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
障
害
年
金
受
給
者
の
配
偶

者
も
該
当
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◇
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
、

8
月
3
日
（
月
）
〜
31

日
（
月
）
の
間

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
1
月
の
支

給
日
に
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童

を
、
家
庭
に
お
い
て
養
育
し
て
い

る
方
へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
1
級
と

2
級
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◇
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
、

8
月
12

日
（
水
）
〜
9
月
11

日
（
金
）

の
間
に
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
た
場
合

は
11

月
の
支
給
日
に
手
当
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

　

各
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
町
H
P
ま
た
は
窓
口
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
窓
口
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係　

 

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
1
1
2

八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員
を
公
募
し

ま
す 委員の一部を

公募します

 

「
言
葉
が
遅
い
、
落
ち
着
き
が
な

く
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
」「
子
ど

も
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。
」
な
ど
、
子
育
て
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

　

い
た
ず
ら
っ
子
の
会
で
は
、
お

し
ま
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

言
葉
や
発
達
専
門
の
先
生
が
来
町

し
、
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
1
組
1
時
間
程
度
、
個
別

の
相
談
に
な
り
ま
す
）
。

【
日
時
】
10

月
14

日
（
水
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時
30

分 

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
申
込
期
限
】
9
月
11

日
（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

   

　

☎
0
1
3
7
―
63
―
4
6
2
2

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
―
64
―
2
1
1
1

い
た
ず
ら
っ
子
の
会

子
育
て
で
悩
ん
で

　
　
　
　
　

い
ま
せ
ん
か
？

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
等
の
提
出
に

つ
い
て

　

ご
家
庭
で
は
、
多
数
の
電
化
製

品
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点

か
ら
、
節
電
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

①
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消

し
ま
し
ょ
う

②
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か
ら

「
中
」
に
変
え
、
扉
の
開
閉
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
、
食
品
を
詰

め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

③
テ
レ
ビ
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設

定
し
、
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、

不
要
な
時
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
テ
レ
ビ
は
、
リ
モ
コ
ン
の
電
源

で
は
な
く
、
本
体
の
主
電
源
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
節
電
だ

け
で
な
く
、
節
約
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
協
働
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
3
0
0

こ
の
夏
、
ご
家
庭
で

賢
く
節
電
を
は
じ
め

ま
せ
ん
か

き　

ど
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INFORMATION  YAKUMO

　鉄道グッズを展示しています。

【場所】字長万部413番地12

【時間】午前10時～午後4時　【入館料】無料

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日、年末年始

【問い合わせ先】

　長万部町教育委員会事務局　☎01377－2－2748

長万部 町民センター『鉄道村』

　隣接するパークゴルフ場が無料で楽しめます。

【フリーキャンプ】

　大人1,500円　小学生700円　幼児300円

【手ぶらキャンプ】1張（4名）12,000円～

【いちご狩り】　

　8月の日曜日および祝日の10時～12時のみ開催

　1日限定4組までの完全予約制（1組30分食べ放題）

　大人1,500円　小学生700円　幼児無料

【問い合わせ先】クアプラザピリカ  ☎0137－83－7111

クアプラザピリカキャンプ場・
いちご狩り情報今　金

ネットワーク 　

八
雲
町
豊
河
町
に
あ
る
『
八
雲

墓
地
』
に
つ
い
て
は
例
年
大
変
混

雑
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
盆
期

間
は
墓
地
内
一
方
通
行
と
な
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
示
し
て

あ
る
看
板
の
指
示
に
従
い
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
墓
参
り
後
の
供
物
等

は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

　

8
月
以
降
予
定
し
て
い
ま
し
た

は
ぴ
あ
産
直
市
は
、
今
年
度
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
よ
り
中
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
出
店
を
検
討
さ
れ
て
い

た
方
、
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
皆
さ
ま
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
商
工
会

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
5
2
5

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
か
え

　

て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
お
薬
代
の

負
担
軽
減
や
健
康
保
険
財
政
の
改

善
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
医
療
費

や
保
険
料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
の
利
用
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤
師

へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方

に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

【
禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み
に
つ

　

い
て
】

　

禁
煙
啓
発
活
動
を
通
じ
て
加
入

者
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）北
海
道
支
部

　

☎
0
1
1
│
7
2
6
│
0
3
5
2

お
盆
期
間
の
八
雲
墓
地
の

利
用
に
つ
い
て

は
ぴ
あ
産
直
市
開
催
中
止

の
お
知
ら
せ

広報やくも広告募集中

①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　………………… 月額（町内業者）20,950円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　………………… 月額（町内業者）10,470円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　………………… 月額（町内業者）5,230円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　………………… 月額（町内業者）1,570円
詳しくは、政策推進課協働推進係まで

　花と緑と水に囲まれた自然豊かなキャンプ場です。

【場所】北檜山区松岡158－1

【入場料】小・中学生　110円、高校生以上　210円

【カーサイト料金】1サイト1泊　1,040円

【フリーテント料金】1張1泊　520円

【問い合わせ先】まちづくり推進課　☎0137－84－5111

　立象山頂上付近に広がるキャンプサイトです。

【場所】瀬棚区西大里11番地

【入村料】小・中学生　210円、高校生以上　420円

【問い合わせ先】

　せたな青少年旅行村管理棟　☎0137－87－3819

　貝取澗公営温泉浴場が整備されています。

【場所】大成区貝取澗

【利用料金】小・中学生 120円、高校生以上 230円

【持ち込みテント料】

　1～2人用（1張）230円、3～5人用（1張）580円、

　6人用以上（1張）700円、タープ（1張）520円

【問い合わせ先】大成総合支所　☎01398－4－5511

せたな

北檜山区
『真駒内ダム公園・キャンプ場』が

オープンしました

キャンプ場紹介『大成野営場』

『せたな青少年旅行村』～立象山公園～瀬 棚 区

大 成 区

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ
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〈
広
告
〉

℡0137－60－0765

080－5639－5916

塗
装
全
般　

お
見
積
も
り
無
料
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

八
雲
町
栄
町
78
番
地
4

さ
い

せ
ん

塗
装
工
芸  
彩　

鮮

お
知
ら
せ

○
株
式
会
社
学
林
フ
ァ
ー
ム

　

代
表
取
締
役　

　

佐
藤　

正
之
様
（
春
日
）

　

次
亜
塩
素
酸
水　

60
L

〇
宮
原　

宏
次
様
（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　
　

持
分
3
分
の
1

〇
宮
原　

茂
夫
様
（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　
　

持
分
3
分
の
1

〇
田
沼　

の
り
子
様
（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　
　
　

持
分
3
分
の
1

・
山
林　
　

1
筆　
　

6
6
0
㎡

○
八
雲
総
合
病
院　

　

8
月
9
日
、
10
日
、
16
日
、
23
日
、

　
　
　

30
日

　

9
月
6
日
、
13
日
、
20
日

　

1

0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

町
へ
の
寄
附

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

日
曜
・
休
日
当
番
医

　
【
八
雲
地
域
】
9
月
8
日
（
火
）

・
八
雲
町
役
場

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

【
熊
石
地
域
】
8
月
25
日
（
火
）

・
熊
石
折
戸
振
興
会
館

　

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

・
熊
石
総
合
セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
45
分
〜
11
時
15
分

・
水
産
種
苗
生
産
セ
ン
タ
ー

　

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

・
熊
石
国
保
病
院

　

午
後
1
時
10
分
〜
2
時
30
分

・
熊
石
消
防
署

　

午
後
2
時
45
分
〜
3
時
15
分

・
熊
石
総
合
支
所

　

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

　　

渡
島
総
合
振
興
局
で
は
、
農
業

に
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
管
内
市
町
等
に
よ
る
就
農

相
談
や
地
域
農
業
に
関
し
情
報
提

供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
有
機
農
業
マ
ル
シ
ェ
と

同
時
開
催
し
ま
す
。

【
フ
ェ
ア
内
容
】

　

就
農
相
談
や
パ
ネ
ル
展
示
、
従

業
員
募
集
情
報
な
ど

【
開
催
日
時
】
9
月
6
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

【
開
催
場
所
】

　

函
館
蔦
屋
書
店
2
階
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
（
函
館
市
石
川
町
85
│
1
）

【
相
談
ブ
ー
ス
出
展
（
予
定
）
】

　

北
斗
市
、
知
内
町
、
八
雲
町
、

七
飯
町
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

渡
島
総
合
振
興
局
農
務
課

　

☎
0
1
3
8
│
47
│
9
4
9
2

　
◎
消
防
設
備
士
試
験

【
試
験
場
所
】
函
館
市　

他

「
お
し
ま
農
業
の
お
仕
事

フ
ェ
ア
」
の
開
催

【
試
験
日
】
10
月
11
日
（
日
）

【
試
験
種
類
】

　

甲
種
（
1
〜
5
類
）
、
乙
種
（
1

〜
7
類
）

【
受
付
期
間
】　

・
電
子
申
請　

　

8
月
28
日
（
金
）
〜9

月
4
日
（
金
）

・
書
面
申
請　

　

8
月
31
日
（
月
）
〜9

月
7
日
（
月
）

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

【
試
験
場
所
】
函
館
市　

他

【
試
験
日
】
10
月
11
日
（
日
）

【
試
験
種
類
】

 

甲
種
、
乙
種
（
1
〜
6
類
）
、
丙

種【
受
付
期
間
】　

・
電
子
申
請　

　

8
月
28
日
（
金
）
〜9

月
4
日
（
金
）

・
書
面
申
請　

　

8
月
31
日
（
月
）
〜9

月
7
日
（
月
）

※
試
験
日
程
は
変
更
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
随
時
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
最

新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
課

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

消
防
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

試
験
・
講
習

　

次
の
と
お
り
「
令
和
2
年
度
北

海
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
験
を

希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
期
間
内
に

左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
北
海
道
地
方
下
水
道

協
会
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
）
。

【
試
験
日
時
・
場
所
】

　

10
月
13
日
（
火
）
北
見

　

10
月
14
日
（
水
）

釧
路
・
函
館
・
旭
川

　

10
月
15
日
（
木
）

帯
広
・
苫
小
牧

　

10
月
20
日
（
火
）
札
幌

【
試
験
時
間
】

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
2
時
間
）

【
受
験
料
】
7
，
0
0
0
円

【
受
付
期
間
】

　

8
月
17
日
（
月
）
〜
26
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

【
そ
の
他
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
等
に
よ
り
、
試
験
を
中
止
・

変
更
す
る
場
合
は
、
一
般
財
団
法

人
札
幌
市
下
水
道
資
源
公
社
の

Ｈ
Ｐ（h

ttp
s://sap

p
o
ro

-src.co
m

/

）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
下
水
道
係　

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
の
お
知
ら
せ
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◎
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
次
の
と
お
り
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場

所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
（
自
筆
）
し
、
写
真
を

貼
り
、
添
付
書
類
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
添
え
て
総
務
課
人
事

厚
生
係
・
八
雲
総
合
病
院
庶
務
課

庶
務
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ

り
、
呼
称
を
「
臨
時
職
員
」
か
ら

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
へ
変
更

し
て
い
ま
す
。

【
申
込
書
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
八
雲
総

合
病
院
庶
務
課
庶
務
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼
泊
川

出
張
所
、
函
館
公
共
職
業
安
定
所

八
雲
出
張
所

※
申
込
書
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

《
保
育
士
》　

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有

す
る
方
ま
た
は
令
和
3
年
3
月

31

日
に
ま
で
に
取
得
予
定
の
方

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
令
和
3
年
3
月
31

日
ま
で

に
取
得
予
定
の
方

【
勤
務
場
所
】

　

く
ま
い
し
保
育
園

【
雇
用
期
間
】

　

令
和
3
年
4
月
1
日
〜

令
和
4
年
3
月
31

日

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

※
土
曜
日
勤
務
の
場
合
有

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時

※
早
出
・
遅
出
勤
務
有

【
添
付
書
類
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有

し
て
い
る
方
は
そ
の
写
し

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
は

保
育
士
証
の
写
し
、
資
格
取
得

予
定
の
方
は
資
格
取
得
見
込
証

明
書

【
業
務
内
容
】

　

児
童
の
保
育
お
よ
び
保
育
に
関

す
る
業
務

【
報
酬
】
日
額
7
，
2
6
2
円

【
手
当
】
年
間
98

日
分

※
初
年
度
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

【
申
込
期
限
】

　

11

月
25

日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
5
時
15

分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】
12

月
7
日
（
月
）

※
集
合
時
間
な
ど
は
別
途
通
知
し

　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

《
保
育
助
手
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

【
勤
務
場
所
】
八
雲
総
合
病
院

【
採
用
予
定
日
】

　

採
用
決
定
ま
で
随
時

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時

※
4
週
8
休
、
早
出
・
遅
出
・
土

　

日
祝
日
勤
務
有

【
業
務
内
容
】

　

保
育
業
務
の
補
助
、
行
事
等
の

準
備
作
業
の
補
助
等

【
報
酬
】
日
額
6
，
7
3
2
円
〜

【
手
当
】
年
間
98

日
分

※
初
年
度
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

【
申
込
期
限
】

　

採
用
決
定
ま
で
随
時

【
試
験
予
定
日
】

　

書
類
選
考
の
う
え
、
別
途
通
知

し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

八
雲
総
合
病
院
庶
務
課
庶
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

　

町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
自
筆
）
し
、
写
真
を
貼
り
、
添

付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
込
書
上
部
の

「
八
雲
町
職
員
（　

）
採
用
申
込

書
」
の
（　

）
内
に
職
種
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
健
師
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼
泊
川

出
張
所
、
函
館
公
共
職
業
安
定
所

八
雲
出
張
所

※
申
込
書
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
共
通
事
項

【
受
験
資
格
】

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
A
T

限
定
可
）
を
取
得
し
て
い
る
方

ま
た
は
令
和
3
年
3
月
31

日
ま

で
に
取
得
予
定
の
方

〇
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

【
添
付
書
類
】

・
最
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
）
証

明
書
お
よ
び
成
績
証
明
書

・
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
し
て

い
る
方
は
そ
の
写
し

《
保
健
師
》

【
募
集
人
員
】
2
名

【
受
験
資
格
】

・
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
令
和
3
年
3
月
31

日
ま
で

に
取
得
予
定
の
方

・
昭
和
59

年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

【
添
付
書
類
】

　

保
健
師
の
資
格
証
を
有
す
る
方

は
登
録
証
の
写
し
、
資
格
取
得
予

定
の
方
は
取
得
見
込
証
明
書

【
採
用
予
定
日
】

　

令
和
3
年
4
月
1
日

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に

よ
る

【
申
込
期
限
】
9
月
18

日
（
金
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
45

分
〜午

後
5
時
15

分

※
郵
送
の
場
合
も
同
日
同
刻
必
着

募　
　

集

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

職
員
を
募
集
し
ま
す
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【
試
験
会
場
】

　

八
雲
町
役
場
ま
た
は
北
海
道
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
札
幌

市
中
央
区
）

【
試
験
内
容
】

①
書
類
選
考
②
論
文
試
験
（
60

分
）

③
面
接
試
験

【
試
験
予
定
日
】

　

10

月
中
（
詳
細
な
日
時
は
別
途

通
知
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係

　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会　

総
務
部
保
健
事
業
課
地

域
医
療
支
援
係

　

〒
0
6
0
│
0
0
6
2

　

札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
14
丁

目
2
9
1
│
1
9
0

　

☎
0
1
1
│
2
3
1
│
5
1
6
1

《
水
道
技
術
職
員
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
業
務
内
容
】

　

上
下
水
道
事
業
に
係
る
専
門
的

技
術
業
務
お
よ
び
一
般
的
な
行
政

事
務
（
水
道
施
設
の
計
画
、
設

計
、
施
工
管
理
、
維
持
管
理
、
給

水
装
置
工
事
、
排
水
設
備
工
事
等

に
関
す
る
業
務
）

【
受
験
資
格
】

　

平
成
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
お
よ
び
専
門
学
校
、
高
等
学

校
で
土
木
系
学
科
を
卒
業
ま
た
は

令
和
3
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方

【
採
用
予
定
日
】

　

令
和
3
年
4
月
1
日

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に

よ
る

【
申
込
期
限
】
10

月
30

日
（
金
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

※
郵
送
の
場
合
も
同
日
同
刻
必
着

【
試
験
会
場
】
八
雲
町
役
場

【
試
験
内
容
】

①
書
類
選
考

②
一
次
試
験
（
土
木
専
門
試
験
・

　

性
格
特
性
検
査
）

③
二
次
試
験
（
面
接
試
験
等
）

【
試
験
予
定
日
】

・
一
次
試
験　

11

月
14

日
（
土
）

　

午
後
1
時
〜
2
時
間
30

分
程
度

・
二
次
試
験　

12

月
18

日
（
金
）

※
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係

　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

　

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用
促
進

支
援
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

函
館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出

張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
（
自
筆
）
し
、
写
真

を
張
り
、
添
付
書
類
を
添
え
て
商

工
観
光
労
政
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

《
雇
用
促
進
支
援
員
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有

し
、
町
内
か
ら
勤
務
可
能
な
方

・
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る

方
【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
商
工
観
光
労
政
課

【
雇
用
期
間
】

　

10

月
1
日
〜令

和
3
年
3
月
31

日

※
契
約
更
新
あ
り

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

※
月
〜
金
の
内
、
週
1
日
を
休
日

　

と
す
る

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

【
添
付
書
類
】

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

し【
業
務
内
容
】
一
般
事
務

【
報
酬
】
日
額
1
0
，
0
0
0
円

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

【
面
接
予
定
日
】
書
類
選
考
の
う

え
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　

8
月
17

日
（
月
）

　

午
後
5
時
15

分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
6

　

恵
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
・
伝
統

を
誇
る
江
差
の
町
で
看
護
師
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
？

　

北
海
道
立
江
差
高
等
看
護
学
院

で
は
、
令
和
3
年
度
の
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

【
受
験
区
分
】

　

推

薦

入

学

・

社

会

人

入

学

（
A
・
B
）
・
一
般
入
学
（
Ⅰ
期
）

【
試
験
日
程
】

・

推

薦

入

学

、

社

会

人

入

学

（
A
・
B
）

　

10

月
24

日
（
土
）

・
一
般
入
学
（
Ⅰ
期
）　

　

令
和
3
年
1
月
7
日
（
木
）
〜

8
日
（
金
）

※
一
般
入
学
試
験
（
Ⅱ
期
）
を
行

う
場
合
は
別
途
学
院
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
。

【
出
願
期
間
】

・

推

薦

入

学

・

社

会

人

入

学

（
A
・
B
）

　

9
月
11

日
（
金
）
〜
25

日
（
金
）

・
一
般
入
学
（
Ⅰ
期
）

　

11

月
26

日
（
木
）
〜

　

12

月
7
日
（
月
）

【
募
集
要
項
】

　

募
集
要
項
お
よ
び
出
願
に
必
要

な
各
書
類
は
、
左
記
に
て
配
布
を

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｈ
Ｐ
で
も
閲

覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な

い
場
合
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
立
江
差
高
等
看
護
学
院

（
檜
山
郡
江
差
町
字
伏
木
戸
町

4
8
3
番
地
）

　

☎
0
1
3
9
│
52
│
1
4
1
7

　
5

0
1
3
9
│
52
│
4
3
9
0

　

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.

　

h
o
k
k
a
id

o
.lg

.jp
/h

f/e
e
k
g
/

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用

促
進
支
援
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

北
海
道
立
江
差
高
等
看
護

学
院
令
和
3
年
度
入
学
生

募
集
（
3
年
過
程
）
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【問い合わせ先】環境水道課環境衛生係　10137－63－2020

ごみの出し方
についてのお願い
　町では、ごみの出し方について分別排出のご協力をお願いしていますが、ときどき不適切なごみ分

別により排出されていることがあります。ごみの分別がなされないまま排出されると、適正で効率的

なごみ処理ができなくなりますので、ごみの減量化やリサイクル推進のために、正しく分別をして排

出していただきますよう、より一層のご協力をお願いいたします。

　このほか、スプレー缶やカセット用ガスボンベについては、穴を空けたときに爆発してしまう恐れ

がありますので、穴を空けずに透明または半透明の袋にその製品類のみを入れ、その他のごみは入れ

ずに排出してください。

※使い切っていないものを排出する際は、袋にその旨を記載してください。

　引越しなどで大量のごみが出た場合は、一度にすべてを回収することができない可能性もあります

ので、数回に分けて排出するか、ごみ処理施設へ直接搬入してください。

　ごみの出し方がわからない場合は、町ＨＰにて分別方法を紹介していますので、そちらで確認して

いただくか、役場環境水道課環境衛生係までお問い合わせください。

ごみの直接搬入先
■燃やせるごみ→リレーポート山越

　【住　　所】長万部町字豊津35－1

　【受入時間】午前8時30分～午後4時30分（月～土曜日）

■燃やせないごみ・資源ごみ・粗大ごみ→八雲町最終処分場・リサイクルセンター

　【住　　所】八雲町黒岩482

　【受入時間】・午前9時～午後4時30分（月～金曜日）・午前9時～正午（土曜日）

分別区分

生ごみ

燃やせるごみ

燃やせないごみ

プラスチック製容器包装

紙製容器包装

空き缶

空きビン

ペットボトル

その他資源ごみ

有害ごみ

粗大ごみ

収集できないもの

区分別回収袋

町指定の白袋

町指定の青袋

町指定の黄袋

透明または半透明

透明または半透明

町指定の緑袋

町指定の赤袋

町指定の橙袋

縛って排出

透明または半透明

縛って排出

粗大ごみシール貼付

販売店や業者へ引取依頼

排出ごみの例

パン類、麺類、米類、果物、野菜など　※市街地のみ

小型のプラ製品、靴、DVDおよびケースなど

食器類、金属製品、貝殻類、板ガラス、木の根など

洗剤などのボトル、気泡シート、色付きトレイなど

包装紙、紙ラベル、ティッシュなどの箱類など

缶飲料、缶詰、食品の缶など

ビン飲料、調味料、食品のびん、化粧びんなど

ペットボトル飲料、しょうゆボトル、酒類のボトルなど

段ボール、新聞紙、雑誌、紙パック類など

ライター、乾電池など

蛍光灯、蛍光管　※保護紙に包みひもなどで縛って排出

町の指定ごみ袋に入らないもの

冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機、テレビ、エアコン、パソコン、タイヤなど

八
雲
地
域
の
ご
み
分
別
表
（
主
な
も
の
）
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■
今
年
5
月
、
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
て
い
た
女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
を
理
由
と
し
て
、
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

が
起
き
ま
し
た
。
人
を
傷
つ
け
る
言
動
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誹
謗
中
傷
す
る
と
、
法
律
上
は
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

■
ま
ず
は
、
民
事
上
の
責
任
と
し
て
、
書
き
込
ん
だ
内
容
が
名
誉
毀
損
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
被
害
者
に
対
し
て
、
慰
謝
料
等
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
投
稿
し
た
も
の
を
削
除
す
る
義
務
を
負
う

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
刑
事
上
の
責
任
と
し
て
は
、
名
誉
棄
損
罪
や

侮
辱
罪
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
内
容
や
程
度
に
よ
っ
て
は
、
逮
捕
さ
れ
た

り
、
罰
金
や
懲
役
と
い
っ
た
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

■
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
は
、
匿
名
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

被
害
者
が
加
害
者
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
と
い
う
法
律

に
基
づ
く
発
信
者
情
報
開
示
の
手
続
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
に
は
、

多
く
の
時
間
や
費
用
が
か
か
る
た
め
、
加
害
者
の
特
定
は
被
害
者
に
と
っ
て
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
先
ほ
ど
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
発
信
者
の
特
定
を
容
易
に
す
る
な
ど
、
悪
意
あ
る
投
稿
を
抑
止
す
る
た
め
に
制

度
を
改
正
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
誹
謗
中
傷
に
対
し
て
、
よ
り

責
任
追
及
が
し
や
す
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
機
会
も
増
え
た
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
い
ま
一

度
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
誹
謗
中
傷
問
題
を
含
め
、
各
種
法
律
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
3
回
ま
で

無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3

│
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス

江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ

て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

98

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
問
題

八雲警察署からお知らせ

⑴指定された遊泳区域内で、泳ぎましょう。

　遊泳禁止区域では、急な深み等があり多くの危険が潜んでいます。潮が沖に流れていく離岸流もあ

るので注意しましょう。

⑵子どもから目を離さないようにしましょう。

　波の力で倒れたり、沖に流される危険があります。保護者の方は、水辺で遊ぶ子どもから目を離さ

ず、近くにいるようにしましょう。

⑶体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう。

　体調不良時やお酒を飲んだ後は、呼吸が乱れやすく溺れる危険

　があるので泳がないようにしましょう。

⑷釣りをする時は、必ず救命胴衣を着用しましょう。

　高波時の防波堤や滑りやすい岩場、流れが速い岸辺などには近

　づかず、安全な場所で行いましょう。

⑸水上オートバイは遊泳区域に入らないようにしましょう。

　危険な運転はせず、必ず救命胴衣を装着して安全航行に努めま

　しょう。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　10137－64－2110

水難事故を防ぐために

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

鳴
本　
　

翼

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

ひ
ぼ
う

き
そ
ん
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みんなの年金ガイド
今月の年金相談

8月6日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1・第2会議室

完全予約制
次回は9月10日（木）です。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
国民年金保険料の免除・猶予および
学生納付特例の臨時特例措置について

　新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売り上げの減少などが生じて

所得が相当程度まで下がった場合は、臨時特例措置として本人申告の所得見込額を用いた簡易的な手

続きにより、国民年金保険料の免除申請が可能です。

１　対象となる方（次の２点をいずれも満たしている方）

⑴２月以降に、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと

⑵２月以降の所得などの状況からみて、令和２年中の所得見込額が、現行の国民年金保険料の免除な

　どに該当する水準になることが見込まれること

※所得見込額は、２月以降の任意の月における所得額を12か月分に換算し、見込みの経費等を控除し

　て算出します

※免除などに該当する控除後の所得水準（全額免除の場合）は、単身世帯の場合で57万円（夫婦世帯の場

　合で92万円）。全額免除とならない水準であっても、納付猶予や一部免除に該当する場合があります

※免除などの判定においては、被保険者の所得のほか、配偶者および世帯主の所得も審査の対象とな

　ります（学生納付特例の場合を除く）

2　対象期間

３　手続き方法

⑴手続きに必要なもの

　①国民年金保険料免除・納付猶予（学生納付特例）申請書

　②所得の申立書（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用））

　③学生証の写し（学生納付特例の場合のみ）④本人確認書類および個人番号または基礎年金番号がわ

　　かるもの

　※①および②の様式は、日本年金機構のＨＰからダウンロードしていただくか、下記の問い合わせ

　　先の窓口にも備え付けてあります。

⑵申請書の提出先

　下記問い合わせ先に提出してください。

　※各窓口へ直接提出いただくことも可能ですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

　　できる限り郵送による手続きにご協力ください。

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

令和元年度

令和２年度

２月分～３月分

４月分～令和３年３月分

学生納付特例

２月分～６月分

７月分～令和３年６月分

免除・猶予

知っ
て

おき
たい

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口６番） 10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。
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